
空梅雨だった６月に比べ７月に入ると急な降雨もあり、朝夕は涼しいものの徐々に夏本番を

思わせる蒸し暑い日が続くようになってきました。 

昨日は「皇中ＭＡＫＥ」、３年生が１・２年の教室を訪問し、制服の着こなしを

切り口に、身だしなみ・さわやかな印象・コミュニケーションなどを語ってくれま

した。この行事も皇子山中の大切な伝統になりつつあります。 

さて、夏休みまであとわずか。早くも２学期の文化祭・合唱コンクールなどに向

けての取組みが始まっています。クラスで気持ちを共有して１学期を終えること

は、行事を成功させるために大切なことです。個人もクラスも残り１週間、１学期

をしっかりしめくくってほしいと期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  【大津市立皇子山中学校だより】 
令和 １（2019）年 ７月１２日発行  

     第２号   生徒数：７５８名  

            ≪ 教育目標・めざす生徒像 ≫    

             「たくましく生きる生徒の育成」  

    「情操豊かな生徒の育成」     

「社会性のある生徒の育成」    

 

６月後半に長等小２年の児童のお母さんから次のような電話をいただきました。 

「先日、小２の子どもと自転車でイオンへ向かっていたときに、 

後を走っていた子どもが転倒し、大きな声で泣いていました。気づいた 

けれどすぐに引き返すことができず困っていたところ、通りかかった 

皇子山中の女子生徒４名が、自転車を起こし、ケガをしていたのでティッシュな 

どを出して、大丈夫などとたいへん気遣ってくれました。（略） 

いずれは、うちの子も中学生になって皇子山中に進学することになります。そ 

の学校にこんなに温かい生徒さんがおられるのは、とても心強く、親としてすご 

く嬉しくなりました。ありがとうございました。ぜひ、お礼を伝えてください」 

といった内容でした。 
 

 最近、どちらかというと、道幅いっぱいに広がっている、電車を待つマナー・バスの乗車マ

ナーが悪い、部活帰りに買い食いしているなどお叱りの声が多かったので、この電話は私た

ち教職員にとってもたいへん嬉しい電話でした。 

 

後日、その４人がわかりました。 

２年の若代 栞永さん、岩﨑 朱夏さん、梅田 凛さん、岡本 実夕さんの４人です。 

 

先日、校長室で話をすると、「部活動の帰りに一緒に歩いていて、上の場面に遭遇した 

ので、思わず駆け寄って起こしてあげました」そして、４人ともが「大したことはしてい 

ない、あたりまえのことをしただけ」などと話してくれました。 

 

「思ったことを行動に移す」「あたりまえのことがあたりまえにできる」日ごろ考えていて

もなかなかできることではありません。それを実践した４人は素晴らしい！！皆さんも何か

しら心の中に温もりを感じるのではないでしょうか。     文責 島崎輝久（校長） 



 
 

 
 

※「命に関わる猛暑」とまで言われた昨夏・・本校では、教職員で繰り返し万全の体制を確認しつつ部活動 

や補充教室等を実施してきました。今年は今のところ「冷夏」と呼ぶ方が自然ですが、今後どうなるかわか 

りません。皇子山中学校では、本年度の夏休みについて、今年４月に大津市教育委員会から出された「大津 

市中学校部活動指導について」をもとに、下記の熱中症対策に従って、部活動・諸活動を進めますのでご一 

読ください。しかし、睡眠時間がしっかりとれているか、朝食を摂取しているか、起床してから朝の部活動 

までに一定時間が経過しているか等が、体調管理の根本です。元気で充実した夏休みを過ごすためにも、各 

ご家庭のご理解ご協力・ご指導をどうぞよろしくお願いします。 

 

※環境省暑さ指数ＷＢＧＴが３１℃以上の時はすべての活動を中止します※ 
 

（１）夏季休業中の部活動 
① 各活動場所において、コンディションセンサーによるＷＢＧＴが 31℃以上の時は、部活動を中止 

することが大原則です。 

② 夏季休業中においても課業日同様、週 2日（平日、週休日）以上の休養日を設定します。ただし、 

課業日のように平日の休養日を水曜日に固定はしません。 

 

（２）夏季休業中の開始時間 
③ 夏季休業中の部活動開始時間は、夏季総体等特別な日を除いて、涼しい時間帯を活用する場合、 

早くても 8:00開始を原則とします。※京阪電車、京阪バスの時刻を考慮します。 

 

（３）夏季休業中の活動時間など 
④ 夏季休業中の活動時間は、3時間程度とし、準備・後始末・登下校（各 30分と見込む）を含んで 

4時間までとします。また、できる限り午前の時間帯で活動するよう工夫します。 

※温度やＷＢＧＴの上昇が予測できる体育館・武道場は、午前の活動に限ることを原則とします。 
⑤ 県、近畿、全国総体を除いて、原則、部活動の１日練習（強化練習会、練習試合を含む）は認めま 

 せん。しかし、熱中症対策等が考慮され必要性がある場合、校長が判断し、１日練習（強化練習会、 

練習試合を含む）を認める場合があります。 

※冷房の効いた部屋での活動が中心となる吹奏楽部、美術部、科学部も同様です。 

⑥ 集合時及び休憩時間（１時間に１回以上）に健康観察を行い、その都度、管理職が確認します。 

具合が悪い場合（外傷等は除く）は、応急措置として保健室で休ませ様子を見ますが、基本は速やか 

に保護者の皆さまにお迎えを要請しますのでご理解ご協力ください。 

⑦ 屋外・屋内を問わず、活動場所近くに冷房の効いた部屋を準備し、休憩時に活用します。 

 

（４）夏季総体参加について 
⑧ 応援生徒の熱中症等もたいへん心配されるため、専門部の規定や顧問の判断で、エントリーメンバ 

ーのみ、エントリー＋選外になった３年生のみの参加になる場合があります。 

 

（５）サマーボランティア 
⑨ 地域・関係諸団体にはＷＢＧＴが 31℃を越えた時の対応を要請しています。状況に応じて、急遽、 

中止になる場合が有りますが、その際は学校から参加予定者に連絡します。 

 

（６）質問教室・補充教室 

⑩ できる限り午前中の活動として計画しますが、都合により、校長が認めた場合は、午後に設定する 

場合もあります。 

 
（７）高等学校等の体験入学 

⑪ 「暑さ」だけでは高等学校から特別な措置はありません。体調が優れないときなどは本人・保護者 

で相談し、無理して参加することがないようにしてください。ただし無断欠席にならないよう、必ず 

当該高等学校と皇子山中学校へ連絡を入れてください。 

 


